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専門学校等

専門学校等

～正規雇用を目指しながらそれが得られないフリーター等への支援～

若年者向けの実践的な教育・職業能力開発の仕組みとして、企業での実習と学校での若年者向けの実践的な教育・職業能力開発の仕組みとして、企業での実習と学校での
講義等の教育を組み合わせて実施することにより若者を一人前の職業人に育てる仕組み講義等の教育を組み合わせて実施することにより若者を一人前の職業人に育てる仕組み

【現在】 フリーター・若年失業者・無業者が約２００万人

◆学びながら働く人のための就業を
組み込んだカリキュラム編成

(就業を単位として認定)

企業

職業観、勤労観の醸成、社会に有為な技能の向上職業観、勤労観の醸成、社会に有為な技能の向上

日本版デュアルシステムとは

専門高校

指定地域（１２地域程度）指定地域（１２地域程度）

学びながら働く

専門高校

厚生労働省と連携・協力

運営委員会
実施形態（実施期間、受入れ体
制）の方針について決定

導入のための研究開発事業の実施

企業

実施

指定地域（２０箇所程度）指定地域（２０箇所程度）
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